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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・三角形の合同条件を用いて証明することができる。


○既習内容とつなぐ見方・考え方


・テープを折る場面で，操作からいえることを記号で表す学習をしている。


○共同追究でのゆさぶり


・折り目が一致するため，折り方と結果が区別できない生徒が多い。


○ゆさぶりに対応する経験


・証明の流れの中で，仮定と結論を見分ける学習をしている。





≪学習問題≫


(1) △ＡＢＣを次のように折り，折り


目がどんな直線になるか確かめよう。


ア　ＡＢとＡＣが重なるように折る。


イ　Ｂ，Ｃを重ねてできるＢＣ上の点と，


Ａを通る直線が折り目になるように折る。


(2) 二等辺三角形ＡＢＣの2つの角が等しいことを，ア，イの折り方を利用して証明しよう。





≪定着・活用問題≫
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≪学習問題≫
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１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②見通し:アは∠Ａの二等分線になる。イを中線という。折り目で分かれた三角形は合同になりそうだ。


→折り目を補助線にして合同を証明しよう。





②学習課題:ＡＢ＝ＡＣ，ＡＤ＝ＡＤに，折り方からわかることを加えて，△ＡＢＤ≡△ＡＣＤを証明しよう。





③個人追究:補助線を選び，記号化して証明する。
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④共同追究前半（学習問題の解決、解法の比較検討）


「折り方によって，どんな仮定が加わるかな。」


→「アは∠ＢＡＤ＝∠ＣＡＤと表せる。イ


はＢＤ＝ＣＤと表せる。」


「折り方によって，使える合同条件が


違ってくる。」





④共同追究後半（思考を深める）


「2つの折り目ア，イは一致するといってよいのかな。」


→「アで折って△ＡＢＤ≡△ＡＣＤがいえたので，結果としてＢＤ＝ＣＤとなった。これはイの折り目を表している。イで折っても同じことがいえるので一致する。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・折り方を補助線として利用することにより，三角形の合同を使って二等辺三角形の底角が等しいことを証明できた。


・二等辺三角形は，頂角の二等分線と中線が一致する。
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⑥定着･活用問題


(1) △ＡＢＣを次のように折り，折り目の


直線の名前を答えよう。


ア　ＢとＣが重なるように折る。


イ　ＢをＢＣ上に折り返し，Ａを通るように折る。


(2) 二等辺三角形で，(1)の折り目が一致することを確かめよう。





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・操作と仮定を結び付けられるように，学習問題(1)の操作活動の中で，等しくなっている角や辺を見つけさせ，全体で確認するとよい。


・三角形の合同を用いた証明に慣れていない段階なので，証明の見通しがもてない場合には，合同になりそうな三角形がないか探させる。





【板書計画】








